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研究成果の概要（和文）：本研究では，理科における子どもが自己の学習の調整を促す授業デザインについて検
討した。具体的には，社会的文脈を考慮した学習の調整に関わる理論である，自己調整（SRL），共調整
（CoRL）および社会的に共有された調整（SSRL）の各学習の調整に着目し，これらの関連性を理科の授業実践と
の対応から事例的分析を試みた。
　その結果，社会的文脈における学習の調整を通じることで自己調整学習に関わる能力の育成が関連づくことが
明らかとなった。また，共調整では，アプロプリエーションや共構成，社会的に共有された調整では，共有と収
斂の活性化によって学習の調整が促進されることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop children's self-regulatory 
competencies of science learning.We constructed a theoretical model of the regulation of science 
learning based on the theory considered social aspects in the regulation of learning, self-regulated
 learning, co-regulation, and socially shared regulation of learning.  
Results indicate that: (1) Children's competencies of independent self-regulation of science 
learning developed by relating co-regulation and socially shared regulation of learning. (2) 
Appropriation and co-construction were essential elements to promote co-regulation of learning, and 
shared convergent was a element to promote and empower socially shared regulation of learning.

研究分野：理科教育学

キーワード： 自己調整学習　社会的文脈　メタ認知　科学概念

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究における社会的文脈を考慮した調整学習のモデルは，新学習指導要領における鍵概念である「主体的・対
話的で深い学び」を具体化するための有益な視点の提供が期待できる。また，本研究では，日本の現代的な教育
課題である「子どもが他者と積極的に関わりながら新たな考えを協働的に構築していく力の育成」に向けた，理
科授業開発のための新たな視座を提示できた。これは学術的な面において，学習の調整に関わる研究はもとよ
り，協働的な学習を基軸とする理科授業デザインの開発のための指針の導出にも寄与すると考えられる。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現行の学習指導要領（理科編）では，子どもの自律的な思考・表現の育成が強く要請されて
いる。しかし，平成 27 年度に実施された全国学力・学習状況調査において，理科では観察・
実験の結果を整理して考察することや，他者との関わりの中で自分なりに考えたり説明したり
することなどに依然として課題があることが明らかとなっている。こうした課題の解決に向け，
日本の教育現場では多くの実践が展開されているものの，より機能的な理科授業デザインを具
体化するためには，理論と実践の融合した研究の強化が要請されている現状にある。 
上記の課題は，教育心理学の立場から表現すれば Zimmerman が指摘するような自己の学習
を調整（自己調整）する力の育成の必要性を意味する①。ただし，Meyer らによれば，これま
での自己調整学習の研究は個人的な認知的構成活動と捉えられ，目標志向性やメタ認知，動機
づけなどの要素から検討されてきたが，今後はこれらの要素を社会的文脈から捉え直す必要が
あることを指摘する②。すなわち，学習における調整の社会的な側面と自己調整の過程との相
互関係を検討する必要がある。筆者らも，この点について特にメタ認知の側面から検討を重ね
てきたが，学習の調整に関わる段階や要素は複数存在するため，より詳細な検討が必要となっ
ていた。 
 
２．研究の目的 
本研究では，Hadwin らの指摘する社会的文脈を考慮した学習の調整に関する３タイプの理
論，すなわち子どもが主体的に学習を調整する「自己調整（SRL）」，グループ内での他者との
相互作用により学習を調整する「共調整（CoRL）」および教室内全体での大きな集団の中での
相互作用により学習を調整する「社会的に共有された調整学習（SSRL）」に着目した③。これ
らの学習の調整に関する理論の関連性を理科の立場から捉えなおすことによって，上述した現
代的教育課題の解決に資する社会的文脈を考慮した調整学習に関する理論モデルの構築と，具
体的な理科授業デザインの視点の導出を志向した。 
 
３．研究の方法 
本研究では，第一に Hadwin らの指摘する学習の調整に関する３タイプの理論について，小
学校の理科学習との対応付けを行った。具体的には，小学校第４学年の理科授業実践の事例的
分析を通じて，SRL,CoRLおよび SSRLの各調整学習の出現過程と，それらの調整タイプの関
連性について検討した。その上で，第二に各調整タイプの関連付けに関わる要素を具体化し，
それらの理科授業デザイン要素としての措定を試みた。第三に，各調整タイプが関連する際に
関わると考えられるメタ認知の機能について，他者の関わりを中心とした社会的リソースとの
関連性について検討した。 
 
４．研究成果 
（１）SRL，CoRL，SSRLの各調整学習の関連性 
 Zimmermanによれば SRLは，３つの主要な段階（計画，遂行，内省）から成り，終わりの
ない循環過程として説明される。まず，計画段階では学習の前段階として目標を設定する。遂
行段階は，学習の調整を行う段階である。ここでは，自己の考えと目標を照合し，メタ認知的
モニタリングとコントロールを往復させながら学習を調整していく。内省の段階は，これまで
の学習を振り返って自分の考えを俯瞰し，考えの修正や新たな課題の設定をする。この新規の
課題が内省から新たな計画段階への移行に機能し，次の自己調整学習サイクルを生起させる。 
こうした SRL の循環過程は，他者との相互作用など社会的文脈の影響を受けながら成立す
ると考えられる。学習の調整の立場から言えば，自己と他者の間で自己調整学習を一時的に協
調させる CoRLや，グループのメンバーが協働的な学習の結果をさらに調整する SSRLなどの
社会的因子を含む学習の調整が，自己の学習の調整を促すことになると考えられる。こうした
仮説に基づき，SRL，CoRLおよび SSRLの各調整学習の関連性を図１のようにモデル化した。 

 
図１ SRL，CoRLおよび SSRLの相互関係 



 この中で，CoRLおよび SSRLの各調整学習において，その成立に関わる鍵となる活動成分
が Hadwin らによって指摘されている。まず，CoRL では，「創発的交流（emergent 
interaction）」が重要な活動となる。創発的な交流とは，自分なりの考えを構築した学習者
が集まり，互いの構築した考えを共有し，比較することで，矛盾のない考えや，新たな視
点での考えおよび表現を創出する過程である。SSRLにおける主要な活動は，「共有と収斂
（shared-convergent）」である。共有とは，ある考えに至るまでのプロセスでの個人の動
機づけ，認知，行動，またそれらのメタ認知を共有することを意味する。こうした共有過
程が存在することによって，自己の考えと他者の考えとの統合を可能とし，集団としての
考えへと収斂していく。知識の創造は，こうして達成されると考えられる。これら CoRL
および SSRLの成立に関わる活動成分に着目することで，SRLを含めた学習の調整過程の
相互関連を捉えられると考え，次に小学校理科授業を事例に実践事例の分析を試みた。 
 
（２）小学校第４学年の理科授業実践による検証④ 
 小学校第４学年の単元「空気と水
の性質」に関する授業における発話
プロトコルおよび描画内容から，図
１のモデルに基づく分析を試みた。
対象は，神奈川県内の小学校４年生
（10 名）であった。ここでは分析
事例として，「閉じこめた空気は，
圧すと体積が縮んで固くなるのか，
もとに戻ろうとするのか」という課
題について検討した場面を示す。 
 表１は，筒の中に閉じ込められた
空気について，イメージを構築して
いる場面である。ここでは，子ども
（A１，A２）は筒が袋と違って，
圧し続けても「割れない」ことを説
明し，「逃げられない」といったイ
メージから，「固くて逃げ道がない」
という表現で考えが共有された。こ
こでは，袋に閉じ込められた空気と
の比較から，子どもから表現された
「逃げられない」という言葉を教師
がアプロプリエーションし，「逃げ
道がないから」と，言い換えを図っ
た。 
 このような子どもと教師との相
互アプロプリエ―ションを通じて，
共に考えを練り上げ（共構成），子
ども同士の創発的交流を促したと
考えられる。これによって，CoRL
が成立したのである。同時に，CoRL
の過程がクラス全体で共有され，
「逃げ道」という言葉へ収斂された
場面であると捉えられる。これは
SSRLへの移行場面と解釈できる。 
このような学習の調整を通じて，子どもは図２に示すような自分なりの考えを表現するに至
った。子どもは，「逃げ道」という言葉を自己の考えに取り入れて表現していた。このことから，
SSRL によって共有，収斂された「逃げ道」という言葉が，子どもがメタ認知を機能させなが
ら自身に有益な情報として取り込み，それを表現へと適用させたと考えられる。こうして，SRL
における遂行段階が成立していったと捉えられる。 
 このように，自己調整学習は他者との相互作用を通じての共調整および教室全体での相互作
用を通じた社会的に共有された調整学習の相互連関過程から成立すると考えられる。具体的に
は，他者（教師や友達）との創発的な交流を通じて，自己と他者との間で一時的に自己調整を
協調させていくことによって，目標を共有化して動機づけられ，自己のメタ認知を機能させな
がら具体的な問題解決に向けた行動を決定することが可能になる。そうした共調整学習の成立
によって，他者との関わりの中で自己調整プロセスの内化が生じると考えられる。その上で，
協働的な問題解決活動において，集団で共有された調整プロセスが引き起こされることによっ
て，社会的に共有された調整学習が成立していく。すなわち，複数の個別に調整を行っている
個人が，共有した課題の解決に向けて，目標，実験計画などを協働で構築するのである。この
ように，自己調整学習は共調整および社会的に共有された調整との関連性の中で発達を遂げる
ことが明らかとなった。 

発話番号 
内容 

（T：教師，A：子ども） 

T１ 
A１ 

 
 

T２ 
A２ 
T３ 
A３ 

 
T４ 
A４ 
T５ 

さあ，なんでだと思う？ 
例えば，袋だと，圧して無理だったら，
もう穴をあけて出るんだけど，これ（空
気を入れた筒）は割れない。 
割れないんだよね。 
そう，割れないから・・・ 
逃げられないから・・・？ 
そう，逃げられないから，上に頑張っ
て，グーって行くんだよ。 
あ，そうか。逃げ道がないからか。 
固くて逃げ道がないんだよ。 
あー。今のこの感じ。わかる気がする。 

表１ 発話プロトコル 

図２ 子どもの描画例 



 
（３）社会的文脈とメタ認知機能⑤，⑥ 
 各調整学習が関連付くとき，その媒介としてメタ認知が重要な役割を果たしていることが示
唆された。そこで，本研究では最後に，社会的文脈を考慮したメタ認知機能の実態について検
討した。理科学習に関わるメタ認知の研究は，主として個人内の認知機能の側面から検討され
てきており，社会的な側面からの検討は，理論面はもとより，実践からの検討はまだまだ少な
い。 
 本研究では，Chiu & Kuoの指摘する「社会的メタ認知（social metacognition）」に着目し
た⑦。これは，メタ認知における認知のモニタリング範囲を，自己から他者の認知やメタ認知
へと拡大し，対話を通じて協働的な認知の調整を行うメタ認知である。加えて，こうした社会
的メタ認知が機能するとき，学習に関わる５つの利益がもたらされることが指摘されている。
本研究では，この指摘を理科学習へと拡張し，その意味を捉えなおした（表２）。その上で，小
学校第５学年「流れる水の働きと土地の変化」の学習内容において，実践的検証を実施した。 
  

表２ 社会的メタ認知による理科学習に対する利益 
 
社会的メタ認知による５つの利益 
（Chiu & Kuo（2009）） 

理科における社会的メタ認知による 
５つの利益 

(i) メタ認知の分散 
・資源の多様化 
・責任と役割の分配 

同じ問題に対して同等の責任を分配し，お互
い適切な証拠を示しながら，多様な証拠を基
に問題解決を目指す。 

(ii) メタ認知の可視化 
・資源の多様化 
・ことばや行動，表情による明示的な説明 

自らの認知過程やメタ認知の過程を多様な表
現によって可視化することで，示した証拠の
妥当性を吟味しやすくなる。 

(iii) 相互の足場づくり 
・正確な考えや異なった考えの認識 
・協働的な知識構築 
・理解の拡張 

お互いの考えやその証拠の類似点や差異点，
矛盾点を共有しながら，考えの妥当性を吟味
することができる。また，他者からの評価を
通じて，理解を拡張したり，他者の視点と統
合しながら新しい考えを構築することができ
る。 

(iv) 動機付け 
・個人による失敗の軽減 
・感情面の援助の促進 
・認知的葛藤の解消 

他者との異なる視点や考えを自覚すること
で，お互いの考えの差異点や矛盾点を解消し
ようと，それぞれの証拠を吟味するように動
機付けられる。 

(v) 個人の認知の変容 
・お互いにモニター，評価し，修正する 
・問題や課題の焦点化 
・注意や間違いの軽減 

必要な情報を再度モニタリングしたり，重要
かつ有意味な情報を他者から取り込み，より
妥当な考えへと発展させることができる。 

 
結果として，図３に示すように，表２に示した
社会的メタ認知による理科学習の利益が関連付く
ことによって，学習の調整に伴う科学概念構築が
達成された。 
 こうした，社会的メタ認知の機能が充実すると
き，メタ認知が機能している児童生徒同士が創発
的交流を重ね，その中で自己に有益な情報を積極
的に取り込み，考えの修正や再構成を繰り返すこ
とになる。これによって，子どもは互いに教室に
おいて納得できる公共性の高い概念の構築や，問
題の解決が可能となる。SRL,CoRLおよび SSRL
の関連性は，こうした社会的メタ認知の機能の発
達によってもたらされることが示唆された。ただし，
各調整学習の移行や関連付けの過程は，複雑な認知の相互作用を含んでおり，より多角的，多
面的な検討が必要であろう。この点は，今後の検討課題である。 
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